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③・噸醗附癒の国総総要するので・し飴r効

率的な運用を図るとともに・広く国民全般の支持のもピ

　にこれを推進するご乏とし、各種の衛星及び耳〃ヅトに：

ついて、その臓性・聚雛瀦性等について不断の

　検討を加えρつ、国力に応じ孝開発を図ること。

④　国際連合等の国際機関に澄け為宇宙活弗へ㊥参加協力・，

細酒欧諸甲・アジア諸国そ施世整国とめ相聯

・力等国際協力を推進すること。・

L－8一

第皿章　開発計画

　第1節　罷工衛星の開発計画

邑1　開発計画策定の考え方・

　　　α〉科学研究の分野の人工衛星にρいては、既に第1号科

　　　　輪星「し論い」・旧号科学鯉「でんぱ扱び第

　　　　3号科学衛星「だいよう」が軌道上に打ち上げられて、

　　　地球超高層木気篤志繍・」太驕波等に開する照照

　　　　科学観測上の成果をあげている。また・朱進諸国の状綿　　　　　’

　　　　にもみられるζと，く・入工匠を山回観濱比論験は・

　　　　自然科学の研究にとつゴて今後とも重要な意義を有するも

　　　・のである。　　　一，　　　　一、　’

　　ト　　以上㊧諸点を考慮し・第4号から第6号までの科学衛・，

　　　’星を引き続き開発し打ち上げるほか、昭和・50年忌に澄

　　　　ける太陽の活動期に、∵太陽活動に伴って発生する各種放

　　　　射国訴を観測するため・旧藩に第7号科学衛星の開発に

　　　　着手するもみとする。’

　　　　　た榔飾号群鯉及び鄭号群鯉について

　　　　は・蘇⑳ぞ橘郷・鞭即聯52年騨判
　　　　ち上げることを目標に陣発を進やてきたが・その打上げ’
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鑑

　昭和52年度友び総和5・3年度に変更ずるもの」とする。，

（2）実利霞め分野の△工衛星については・rい㍉…

　①∴従来から㌣各種実用衛畢システムの実現に不可欠な

　　基礎技術の確茸図憾め只勿ト打上礎術の確

　　鍔齢静止衛星技術及び衛星通信拉術9）確立等を目的と乞、

ム’・一諠M技術試糖劉聾甲躍及び実験騰潮汐・f
lほ，衛星を、，また、溶湯通信に関する予報警報の精度向上を

　　目的として電禽躇謬説紫それぞれ醗レ打ち上げ

　　る疑として鴨淑ζ鏑窪窪に翻しか覧

　　ので引き続き進めるものとする。，ノ　　∵デ

　　≠榔実験騰樋信衛星ゆ即き蘇照
嶋づ租52年度に打ち上ゲるζドとを唱標に開発を罷めてき，

獄議論気象綿照臨騨止逸信解珊、
　　実騨中型放送鯉の打上げ瞬年脚湯を考慮しw

，∫／打上げ目際饗甲鞭に甥脚とナる・’

②矯鯉ゆ剛等世論騨《w卿）計酊

，㌧∴識毒欝総締ll雛ll£・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：潔1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝ll

　　　図る必要疑ること・瀞ヰ鯉軌道慈悲波数の葡
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④』 ｳらに上記論総嫁かに長期的観通し昂

そ批げ一瞬されかる通係放送掩離層翻・髄，

の鯉礪する謹及び融雄め、るもやとす為・．

・2、開．発計画’　　　　　　∴冗

　　（1）’科学研究め甥の不急鯉の開窓1コ」，

　　　　次の天土衛星を踊発℃打ち上げる、ものとナる♂

　　　㊥第4号無鉛（cgR『今〉㌦

　　　∫燦堺早撃罫淳宙x線・宇宙縫粒子華商、1

　　　瀧律と胡的継解礪に製作を粋一，
　　　＼そ紘漉3伽ゲ亦㊥ヤ騨r・・鞭に近、

　　　　　箆ち身科学衛星は、・∴プ多照々の蜜度☆三度及び組成∴、

　　　・騨塊獅並難砂ナ今梱瞬1
　　　で1岬『や劇鱗像を御ζ脚蝋嫡．

　　幽く爵即応神〔；1離職度曝：

　　る之とを目標に引き続き悌発を進める6、，・’・

　ゴ③4第6号科学衛星C：EXσls嗣旦）．：．．．

　　　第6騨鯉副子臨粒子線1ヅラ搬

　　等ρ騨師ウこと㌍的とゼ嫡星で擁し3s・

　　・ケッ’・トによ吻、噛昭和⑥3，年度に近地点3’ひσ1㎞、．遠地

　　点3．α「Q・・00i㎞の長楕円軌道に打ち王げるごとを目標

　　に引継き醗を進めるむ1心・一∴∴

∫：④・・算7臨号科誌面CA・Sりr・R・隔A．1＞一一∵’・

　　　熱論科学鯉は｛㌧太陽硬x線ブレヤの2次元像、

　　蛎1柵織x翻「ス蒔の観測を骸ごどを目的・，

　　・とし無血で・恥3－s・叫ト忙よへ昭和畔

　　壌に近敢点350恥、、遠地点⑥砿σ㎞の面癖軌道．に打、

　　～ち上鵬こ・とを目標に醗購訳する・一　，．

《∵働駒騨騨発r・》・‘・
　　次画工鰻幽晦ち上ザるも・のとすやσ

愈獅悲解1禦C隅「め㌃留湿・・
　　　獅試験纏1型はll肱ッド打網初確論

∴∴鯉脚聯術の鵠’膿ア芝碧眼実記、

・
i
l・擁
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　　行うごとを目的とした鯉で・Nロケヅ｝によりギ昭，

　　和50年度に高度細工つ0、6Kmの円軌道に打ち上げる

　　ことを月報に臨港続き開発を進める♂∴一・

　②　技術試験衛星H瞬ぐETS－H’＞T・

　　，肢猟験鯉曜は・静止鯉打上げ技御法勧

　　静蝋鎚麗制技術の習徳静止鯉姿嚇旺礁能、

　　の試験等の予備的な実験を行う・ほか、必要に庵じて、、

　　通信醒・、師解織に鱒される鯵の機倉主翠脚

　　行うこと湘的とし舗蜜・・Mヶ艸によ訟昭・、

　　和5丁年度に高度約36、ooq・㎞の伺期：軌道k打ち上・、

　　、電輔観測鯉は・電灘より無産徳界周波罫

　　の世界的分布を定常的に観測し・，その結果を短波通信

　∬の効率豹運用に必琴な電綜予報蓼び電波詩論に利弔寄，

　　る、こ瀬的脈瀬野～伽勿・ト陶∵噛㌧、

　　　難度縞度縄卿岬諸道彫上略ζ、
　　どを騨引き続き職漁2・…’巴！’

◎難騰白鞘醒㊥c8）、｝臨画団

　　　　　　　　　　　　、

　　　　町管制技術ぐ姿勢制御技術等の確立を図るとと竜に、

　　　　静止衛星を利用してミ’リ波等の周波数における通信実

　〆　　験ぐ電波伝はん特性の調査等を行うてとを目的とした

　　　　衛星で・・LN乎ケレトによ鉱昭和5・3年度た静止軌道

　　　　に打ち上げ為こどを目標に引ぎ続き開発を進める。．

　　　⑤　静止気象衛星（〈｝MS＞　　一メ　’・　ド

　　　　　灘『象解は誼界磁鞭騨σ）と国璽、

　　　　髄合会議（・CS・U＞が共同で行う地球大照発計，

　　　　画（（｝ARP）の推進を図り、併せて気象業務の改善

　　　　・▼に資するため》西太平洋デジァ地域におげる雲写真の

…　とを目標に弾勲爵艇肱
　　　朗な叙本衛星の批げは・米レ国に依頼しそ行うもの

　　　　〕とする・洞ピ・、ピ滋、

　　　鱒験用中容量静無痛（¢S）’1弓即

　　　　　こ実験腓容量静止瀟鯉は・』将勅増大ず廼信・

　　　　融戯画やゆ愚な熔量通無塩の打キげ

　　　　贈る過秘して｝鯉塑テ聴いた準ミリ癬
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　　　鄭ρ運用賄の駐細るごと等を［巨的と凍鯉、

　　　⑥昭矛眠2年度騰止軌道に打ち上げる疑㌍標

　　　に引き縫醗を痴るう＼馬・∴1一・一

　　　　輪軸星の打継1：米国噸して御ρ

　　　と’す為・・ぼ∬㌦一淳一・至・　’

　　⑦皮験用中沼継馬CB．s’う・、一・、

　　　　蜘憐送出躰鵜蜘聴対策等の継

　　　譲剛聯た粥要妙晒嘩のイ酬、
　　　受納磯な耀放送脚打上げ蘇る翠と馬、

　　　鯉捗ムを騨酵即章解係送繰行ゲ
　　　ピ・ごζ・醒放送シ轡の騨術Q感熱ζξ

　　　筆目的とし嫡星で総和5②年騨露髄賭

　　　　ち上げるFとを目榔弾礎醗を蝉91ご

　　　　・鰍～本語論上げは・：細に1依縄て行外の1

．謄じ一興L／じ恐∫1、［、

⑤騨星醐㍗ゼLジ：管∴留、
’：㊤詳細験解瞳珊r醐吟コ∫一回

　　　　聴力を壕癖人嘩品品存獅隅

　　ル・瀧動湿熱制礁寵する実験を行．舛とを月縦

　　、する技繍騨星鯉にr鴨所騨発研究騰

　　話する・に：‘一…・・デ・忌’・ケ

②通騨島…∫L蕾㌧・

　　　暴論論及齢催照臨かつ1即時
　　嫡幽幽二三家記る膿がある舜かち・国

　＼騰雛係移難と嘩鱒を行うた蘇鑛樋
　　儲編目襟ζして・衛星システム・鯉騨聴器・

　一地上機器等の研究を詰めゐb・亭一∵．己　ヨ．営

　③放送衛星

　　　．将来脅放透需要確対解しく教育・・難視聴対策等四三

∴帰しう争テレビジョゆ嗣受儲再訂轍添星を

　　謡言どして》．1衛星シ，スデム、1．衛星搭載用機器、6地上機

㌃三等醗嘩鵜回㌧ガ・賦－・、

　④・離層翻鯉♂＼
　　一壷層面界骸二瀬櫛の騨白勺観測をよ1
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ピ　「

じ
！
ド　　　躰渤麟の軸働測地三鯛の瓢離隔

｝：』〆

　　　　・　　集帳雨等軸的な気象現象の常総姦淫輝る⑳り

lし、　・rするとと糠購騨トラぞス棚アζ

！∴　　称曝臨地上機麹研二輝照r

／
＝
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

第2鰍工観打飾吻トの開発計画　　　，／

　ユ　開発計画策定の考え方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴；／

．ト x個の嘩嘩げに賜ており・鯉　ll

　　　護ま器贔二∴薦謙譲霧1舞擁　　1

・聯のとする％一

∫…禰歯式吻トゆ畑究揮発を毒悪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1銀

、騨噂ゆで｝醜跡瑚身ケ殖それン

照，∵忌㌃賦∫想：三雲四一・．一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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一

ものとする・口㌧・…♂　　へ’一

（2）画憂・トは男能両上ρため磁脚難が，、

鰍的高い岩蟹卦を中心と・する中型吻『トで秘、

との幽発は・1蘇鯉静止懸樋上げ師う脚に

祠畑テ搾し働難いるも6働ぽ、
肉塾自体脚実輪星等の紙げ噸広熱い
盗㊧曝ので船瀬きζ嘩めるも・のと拓、

・魂拡膨留湯4蹄体・掘トにマい℃『

は・．纏の醗叫で噛曜及聯雌、
発縮隅棚ラィ吻懸る叫ツ4ダr
レによ姓凝行うものとするdlしカ・∫し諸暢溶溶．

いても蘇の凹型嫡を葦ゑた鵜調製

’も併瞬得す勧醜す即幸すや㊦

　　　’N吻ゆ興野び第鍛叫1セ離無明

　　　　　　　　　　㌧≒・30二

・㈲昭ｽ’・0年代勅ら昭禾自6飾卿⑳て批げ鹸

尉されている放送嘩行援助・管騰の分野の大郵貯

備星（う打上げ㌍対処ずるため齢理由ケ．グ㌧を軸として・

　重量509Kg以上の静止衛星を打ち上げる能方を有する

　μケットを開発するごどとし、・引・き続き所要の開炎研究

＼を進めるもの賦する。．　∴　∵∵一∫傷心・・一＿．

　　出た｛昭租5・・0年忌中頃に打上げが要望1されている通

　宿ド気象観想、地球観測等の分野の入ゴニ衛星の打続げに

対処するため・上記・ケッ1ト醗の中・間過程どし紙冠

　量約3．5，0Kgの静止衛星を打ち上げる能力を有するロケ

『ヅ1トを騨紐と㌣～1弛鑓所要磯聯進
’1める竃の；どする。旭’＼：臼∴、・．

12　開発計画　・，

（恥脚グヅゆ開発・…

、勘卿ぐ傘瘤鯛』グジ・玉ζレ1恥rゴ．

躯ドの騨よる蹄蓄熱熱・醐推力加
　．・制御装置の付茄、∫構造め軽量化宝推進薬の改良等を行いヤ

　　ロ勿ゆ脚確脚叫を図袴r＼

　
　
、
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／：誌拘、

　Mご3＝Cログヅトを、第5号科学衛星6打上げ漏斗〃ヅ

　ト乏．・し・でM－3Cごケヅトの第1段の延母及びその推進

藻の改良を行ったM－3晒ケットを・・筋に・〆第’6号．

君寵星及齢7号科輔星餌上げ弔・貯ット・として

M－3且。ケットの第r段に二汝流体噴雛力方向制御、

装置等を慌したM嗣3s物干をそれぞれ騨零雨

　・租5羅年度を目標に第7・号科学衛星を所定の軌道に打ち

．上げるぴができるまで、蜘ケットの性能及び信頼性

　3を向上させるげ　一 　　　　．’＿
　　　　　　　　，

僻N窪窪の開発，ド　　∫　，・
　　Nロケヅトは、重量約130晦の〉べ工衛星を静止軌道』

　面ち上げる能力嚇し、●第・段及び第2段には液体燃

　料第3段たは1固体燃料を使勝る3段式・ケヅト昂▽

　　この訪ット㍑り・野瀬・鞭に郷試験衛潮型

塘窃上げ、その蘇をみて・引ぎ続き潮齢細論駐

　を、掻た、’昭穿蒔・鞭に技術試験衛星鯉を打ち上長

∴・ S蘇隔て溜聾唖嬢諸縁止繍鯉を
　　打ち窃るでとを目標に開発を飾る・の♂

　　　　　　　凡　　，一22－r蒐　ノ『　＿㌧’　㌧∴㌧1

　　　　源逐窪窪∫、凱窓治1喧ギ＼

（3）大型人工衛星打上げ用’ロ’ケットの開発研究

　　重章約3ざOKgの爵止衛星を打ち上げ：る能力を有する

・外トについて・N畝ヅ陵軸どして・継体蕩蕩

　デットの増強・第1毅推進葉タンクの改良ギ第2段液

　体ロケットの高性能花ぐ誘導制御シスデ云の高精度凝脂

　を図ることとし・確和’50年代中頃まで一に開発すること

を目標に・豪き続き所要の開窓兜麓め観

　　また、重量5っOKg以上の静止衛星を打ち上げる能力

を有する・ケットについて・灘醸腋体ガ（素雛進

“薬とずる土ンジンの購薩醗富盛採用等を図るとととし、、

腐威逼言函ケットの開発め成果を蹴えつつ＼当無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　ガσ年代末までに露発する之とを目標k薙ぎ続き所要ゐ

開発研究を飾る。’ご・、

～　、
一33一竃”：
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＼

第3節撮記硝冠∴・…1・己ジ㍉・▽

ユ：厚解及び・吻柳蹴ゆ要構験鰍
　　（・）髄繍騨星1型詞賜霜離層酬醒及び黙

　　聯雌照照の醗嘩猷豪酒真肇蝋引置・

　　をはゆと鍋籠の縁鐸を賦する・㌧

　　　　科学鰻醗の鱗既卸灘搬に加冠て爾

②N吻既発のゆ惚ヅ1手／ジ轡麟
　　　晦脚じめ礎擁磯騨鰍や謙・

－3）宇鹸蕪匹敵粋て．開発に：腰獄既設鰹傷

　　　飾う畔孝即詠回忌☆斧揮の繹に糎セ

　　　1下使彫鼻面等を騨嘩レ潭騨・

　　　r画幅脚解喚のどセ四温甥

　　　　　　　　　　　721斜∫ド．：、

2ム直線酵吻トの打上げ擁’己賦、
　’実利用の分野の入工衛星及び廿ケヅトの打重げ凧として．

嬬種福縮ゼン興・吻ツ・騨繕輝∫齢
．管鎌レプ1ゲレメ1トタ写照観損騨r支援紛

洗除働勲円4ヅト・の飛Uよ強全等に資する

たや＼ダ勉蝸鰯鰹記する6、、＼

　　科学研究の分際灯鯉及び叫・碑止濡し、∴

’
一
驚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll：1

　　3四望鯉の肺等締票照門一突・デ・　　鋸
　　　　∫蹄謙解理照照実験用静止轟鯉瀞‡・’

　　　気象観愚民容二巴観羅屠轡騨
　　　星群等等の脚等を行うととを自照匿脚び距

　　　脚戦野瞳晦式榊追跡四型鶴
　　　しや飾脚塑ラφ中醐乏地図の㌔，
．雁照門＋噸喋務嚇「元的朕鰯こ・と



し
い
じ
自

　　

@　

@　
梶
v
」
匠
卍
臣

　　

@　
@　
@　
@　

　　　　
@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
ド

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@レ

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

�w

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

　　　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
煌ｻ

　　　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

　　　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@隔

　　　第4節　基礎的先行的研究及び関連研究　　　　　　’

　　　　　入獄衛星に関する研究としてはく衛星の長寿鳥総・木電力’

　　　　化等に備えて、電子部品の信頼性向上、・’太陽電池及び燃料電

　　、・・池の高性能化等の研究を進める乏どもに、ソーラバ下ル等の

　　　　織詰翻システみ、留置編制働ステンム瀧鰍熱制、

　　　　御システム、アンテナシステム等に関す為研究を進める。ま

　　　　可た・鯉の軌道保持融導麟悶吊することを賊し

　　　’た電気推進：エツミジンについても研穽を進繰る。’

　　　　　ロケットに関する研究としては、液体ロケヅドについては、、

　　　　液体、酸素ボ液体氷素望を推進薬とするロケッ’トの研究・固体デ

　　　　・ケット叫ては論及雛灘脚研雄藩あ祝

　　　　晒こ湯冷勾群ンジシの㌍性倉旨に附言究を進

　　・一あるじロケダ杢φ誘導制御に関ナる研究としては、rぞφ高精朔

　　　　度化の細究を進める。　・1：、＿㍉∴㌦一

　　　　　．勲1汰工衛星及び吻ッゆ構造及び材料湿する照照

　　　∫を進める亨＼駅一2同L弓♂

　　1ぎrの甑入蹄星の追認関す醗とし嵐レブ

木学・蒸立灘融機鵬が湘互の連鎌継と嘩合齢
づ計画的に行うヒとが好ましく、入事6交流、共同研究等を

積極的に進ある。　　　　　’　　　　　　　　　　

！款・これrの研究につ嘗ては晦外ρ翻身藻類嘩

不断の臆を払い総濠旅照しつ総嫁を進める・

　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～㌦’

　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《
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